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    おたすけ 
                    

 住み良いまちつくり、住んで良かったまちつくり 

               みなさんの参加で活動を進めましょう。 

●綾瀬市社会福祉協議会のホ－ムペ－ジに当地区社協の活動状況が掲載されて

いますのでご覧下さい →→→ http://www.ayase-shakyo.or.jp/ 

 

 

 ２１年度を顧みて 

                    会長   柏木 勲 

地区の各自治体、各協議会等のご尽力、ご配慮頂くとともに綾瀬市社会福祉協

議会の助言やご指導を賜り、平成１９年１月、寺尾南地区社会福祉協議会とし 

て、設立されました。 

この間、組織編成や仕組作を実施、市社協のご指導、助言を頂くとともに歴史  

のある他地区社協の活動を参考にして、福祉活動を推進してまいりました。 

今年は、地域の皆様に当地区社協の活動状況を理解して頂くため、広報誌  

（おたすけ）を２回／年から４回発行、又、綾瀬市社会福祉協議会のホ－ム 

ペ－ジを活用させて頂き、広報誌や活動状況を掲載しました、是非ご覧下さい。 

一方、福祉支援活動については、新たな福祉活動を検討中であり、その１つが 

地域に特化した、ボランティア活動の実現であり、当地区社協にボランティア 

センタ－の設立を目指し準備を進めております。 

平成２２年度は、準備年度とし、活動の担い手となる、ボランティアさんの 

確保、また、高齢者や身体障害者の方々が「ご近所、地域の人に手助けしてほ 

しいことは何か」について、アンケ－ト等によるニ－ズ把握、また「我々が支 

援活動出来るのは何か」等につて検討及び調査を実施致します。 

平成２３年度、ボランティアセンタ－を設立、活動を実施予定です。     

地域の皆様方のご理解、ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

               （１） 

 



  広報活動について      

（広報部会より） 

当地区社協の活動状況を住民の方々に理解して頂くため、広報誌（おたすけ） 

 を２回／年から４回／年発行したしまいた。 

 更に綾瀬市社会福祉協議会のホ－ムペ－ジを活用させて頂き、広報誌や 

 活動状況を随時掲載しましたので、是非ご覧ください。 

 市社協のホ－ムペ－ジのアドレスは、紙面に常時掲載してます。 

 

 

介護講座開催  

 

（総務部会より） 

講座終了後、活発な意見交換があり 

有意義な講座になったと思われます。 

 

   １．開催日時  ：平成２２年３月６日(土)午前１０時～１２時 

   ２．開催場所  ：寺尾南自治会館。 

   ３．講座議題  ：「介護に必要な知識」 

   ４．参加者   ：６３名。 

   ５．講師    ：橋本寿久 氏 （綾瀬市地域包括支援センタ－） 

            菅原隆司 氏 （     〃       ） 

 

        講座開催を写真で見る 

 

   （２）                                 



ふれあいサロン開催 

 （事業部会より） 

（１）開催日時：４月２４日（土）   

（２）開催場所：寺尾南自治会館。 

（３）対象者 ：７５歳以上の方。 

（４）参加者 ：３２名  

（５）余興：三味線演奏、輪投げを 

楽しんで頂きました。 

昨年、９月に実施した、冷しソ－メンでの食事会は、大変好評でした。  

今回（第３回）は、春にふさわしい、旬の味、タケノコご飯による食事会

を実施、前回同様好評でした。 

帰りにお土産を持ちかえっていただきました。 

 

ともに支えあうまちづくり  社協とは何か・・勉強シリ－ズ 4 

                  日常生活自立支援事業をご存じですか 

                  

 日常生活自立支援事業は、認知症高齢者知的障害者、精神障害者等のうち 

判断能力が不十分な者について、地域において自立した生活を送ることが 

 できるよう福祉サ－ビスの利用援助を行うものです。 

 実施主体は、各都道府県・指定都市社会福祉協議会ですが、窓口業務は、 

 市町村の社会福祉協議会等で実施されています。 

 具体的なサ－ビスとしては、例えば、社会福祉協議会が本人の通帳を管理し 

月１から２回程度、一定金額を下ろして本人の家庭訪問をして現金を    

お渡しする日常的金銭管理サ－ビスや、定期貯金通帳や権利証等の書類等 

 預かりサ－ビス等を行っています。 

 特徴としては、広報誌６号で紹介した成年後見制度と異なり、本人との 

契約に基づくサ－ビスですので、本人に契約を締結できるだけの判断能力 

（７歳～１０歳程度の判断力）が必要ですが成年後見制度よりは手続きが 

簡便ですし、一般的に費用負担も低額です。 

 （訪問１回当たりの利用料は平均１，２００円） 

 詳しく知りたい方は、・・綾瀬市地域包括センタ－へお尋ね下さい。 

                  ０４６７－７０－５６３３ 

              （３） 


